
 

1 

牛肉 
◆飼養動向 

 ７年２月現在の肉用牛の飼養頭数、前年比２.９％減 

 肉用牛の飼養戸数は、小規模層を中心に減少傾向が続

いており、令和７年（２月１日現在、以下同じ）は、

３万４０００戸（前年比６.８％減）と前年からかなり

の程度減少した（図１）。 

 総飼養頭数は、近年増加傾向にあったが、２５９万

５０００頭（同２.９％減）と２年連続して前年からわ

ずかに減少した。肉用種と乳用種をそれぞれ見ると、肉

用種は１８５万１０００頭（同２.４％減）とわずかに、

乳用種（注）は７４万３８００頭（同４.０％減）とやや、

いずれも前年から減少した。乳用種のうち交雑種は、

５５万９４００頭（同１.４％減）とわずかに、ホルス

タイン種他は、１８万４４００頭（同１１.３％減）と

かなり大きく、いずれも前年から減少した。 

 一方、１戸当たり飼養頭数は、７６.３頭（同４.２％

増）と前年からやや増加し、同頭数の増加傾向は継続し

ている。 

（注）「畜産統計」では、乳用種の肉用牛とは、ホルスタイン種、

ジャージー種などの乳用種の牛のうち、肉用を目的に飼養してい

る牛で、乳用種と肉用種の交雑種を含むと定義されている。 

 

図１ 肉用牛の飼養戸数および飼養頭数の推移 

資料：農林水産省「畜産統計」 
注１：各年２月１日現在。 
注２：四捨五入の関係で、合計値は必ずしも一致しない。 
 
 

◆生産 

 ６年度の生産量、前年度比０.６％増

 牛肉生産量は、畜産クラスター事業の取り組みなどに

より、平成２９年度以降、和牛を中心におおむね増加傾

向で推移している。 

令和６年度は、和牛は１８万９７８トン（前年度比

５.８％増）と前年度をやや上回った一方、交雑種は９

万３１５０トン（同２.０％減）とわずかに、乳用種は

７万７８９４トン（同４.５％減）とやや、いずれも前

年度を下回った（図２）。 

この結果、全体では３５万３４５１トン（同０.６％

増）と前年度からわずかに増加した。 

 

図２ 牛肉の生産量の推移 

資料：農林水産省「食肉流通統計」 

注１：部分肉ベース。 
注２：四捨五入の関係で、合計値は必ずしも一致しない。
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◆輸入 

 ６年度の輸入量、前年度比０.９％増

 牛肉輸入量は、平成２８年度から令和元年度までは増

加傾向で推移していたが、令和２年度以降は新型コロナ

ウイルス感染症（ＣＯＶＩＤ－１９）や物価上昇の影響

による需要低迷や為替相場の円安傾向の影響などから減

少傾向にある。 

令和６年度は、米国からの輸入量は引き続き減少して

いる一方、豪州からの輸入量が増加したため、全体で

５０万６２６０トン（前年度比０.９％増）と前年度を

わずかに上回った（図３）。このうち、冷蔵品は１８万

６９１０トン（同６.３％減）と前年度をかなりの程度

下回った一方、冷凍品は３１万９１０２トン（同５.７

％増）と前年度をやや上回った。 

輸入価格（ＣＩＦ）は、現地価格の上昇や為替相場の円

安傾向などにより、１キログラム当たり９２５円（同１０.

９％高）と前年度をかなりの程度上回った。 

輸入先別では、牛飼養頭数の減少などによる現地相場高

などの影響により米国産が１７万６５６２トン（同７.９

％減）と前年度をかなりの程度下回った一方、主に加工用

のひき材などに使用されるトリミングの輸入量が増加した

豪州産が２４万１５１７トン（同９.２％増）と前年度を

かなりの程度上回った（図４）。この結果、シェアは、豪

州が全体の４８％、米国が同３５％を占めた。 

 

 

 

図３ 牛肉の冷蔵品・冷凍品別輸入量および輸入価格 
の推移 

 

 

資料：財務省「貿易統計」 

注１：部分肉ベース。 
注２：合計は、煮沸肉、ほほ肉、頭肉を含む。 

 

図４ 牛肉の輸入先別輸入量の推移 

資料：財務省「貿易統計」 

注１：部分肉ベース。 
注２：煮沸肉、ほほ肉、頭肉を含む。 
注３：四捨五入の関係で、合計値は必ずしも一致しない。 

◆輸出 

 ６年度の輸出量、前年度比２０.３％増 

牛肉輸出量は、近年、販路の開拓や販売促進の効果な

どにより増加傾向で推移しており、令和６年度は、特に

米国向けは新規商流開拓、台湾向けは外食需要の増加に

より増加し、１万４０５トン（前年度比２０.３％増）

と大幅に、輸出金額も６４６億円（同１０.９％増）と

かなりの程度、いずれも前年度を上回った（図５）。 

輸出量の内訳を見ると、冷蔵品は４８３０トン（同

９.８％増）とかなりの程度、冷凍品は５５７０トン（同

３１.１％増）と大幅に、いずれも前年度を上回った。

冷蔵品と冷凍品の割合は、４年度および５年度は同程度
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で推移していたが、６年度は冷凍品の割合が上回った。 
 

図５ 牛肉の輸出量および輸出金額の推移 

資料：財務省「貿易統計」 

注１：部分肉ベース。 
注２：合計は、枝肉・半丸枝肉、骨付きを含む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆消費 

 ６年度の推定出回り量は前年度比３.３％減、家計消費は同５.１％減

推定出回り量 

牛肉の推定出回り量は、ＣＯＶＩＤ-１９発生後は、

その影響によるインバウンド需要や外食需要の減少など

により減少傾向で推移していた。 

令和６年度は、物価の上昇による消費者の生活防衛意

識の高まりや為替相場の円安傾向などの影響により輸入

量が減少し、８４万１４３５トン（前年度比３.３％減）

と前年度をやや下回った（図６）。 

出回り量の内訳を見ると、国産品は３４万５６３６

トン（同１.０％増）と前年度をわずかに上回った一

方、輸入品は４９万５７９９トン（同６.１％減）と

前年度をかなりの程度下回った。 

なお、合計に占める国産品の割合は４１.１％（同

１.８ポイント増）と５年連続で前年度を上回った。 

図６ 牛肉の推定出回り量の推移 

資料：農畜産業振興機構推計 
注１：部分肉ベース。 
注２：四捨五入の関係で、合計値は必ずしも一致しない。 

家計消費 

 牛肉消費の約３割を占める家計消費について、令和６

年度は、物価の上昇による消費者の生活防衛意識の高ま

りなどにより、年間１人当たり１.９キログラム（前年

度比５.１％減）と、前年度をやや下回った（図７）。 

 

図７ 牛肉の家計消費量（全国１人当たり）の推移 

資料：総務省「家計調査報告」 
注：１世帯当たりの数値を世帯人数で除して算出。 
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◆在庫 

 ６年度の推定期末在庫量、前年度比６.３％増

 牛肉の推定期末在庫量は、約９割を輸入品が占めてお

り、輸入量の影響を受け、増減を繰り返しながら推移し

ている。 

令和６年度は、１３万２２０８トン（前年度比６.３

％増）と前年度をかなりの程度上回った。このうち、国

産品は１万５１８トン（同１９.８％減）と前年度を大

幅に下回った一方、輸入品は１２万１６９０トン（同

９.４％増）と前年度をかなりの程度上回った（図８）。 

 

 

 

 

図８ 牛肉の推定期末在庫量の推移 
 

 
資料：農畜産業振興機構調べ 
注１：部分肉ベース。 
注２：四捨五入の関係で、合計値は必ずしも一致しない。 

  

◆枝肉卸売価格 

 ６年度の枝肉卸売価格、交雑種、乳用種で上昇

和牛（東京・去勢Ａ-５、Ａ-３）の枝肉卸売価格は、

令和６年度は、比較的値頃なＡ-３では後半にかけて前

年を上回る水準となる月が多かった。年度平均では、Ａ

-５が１キログラム当たり２４８３円（前年度比３.１％

安）とやや下回った一方、Ａ-３が同２００２円（同１.

７％高）と前年度をわずかに上回った（図９）。 

 

交雑種（東京・去勢Ｂ-３）の枝肉卸売価格は、６年

度は年度を通じて前年を上回る月が多く、年度平均では、

１キログラム当たり１５６２円（同４.０％高）と前年

度をやや上回った。 

 

乳用種（東京・去勢Ｂ-２）の枝肉卸売価格は、６年

度は年度を通じて前年を上回る月が多く、年度平均では、

１キログラム当たり１０６４円（同２３.３％高）と前

年度を大幅に上回った。 

 

 

 

図９ 牛肉の卸売価格（東京・品種・規格別）の推移 

 
資料：農林水産省「食肉流通統計」 
 注：消費税を含む。注 
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◆小売価格 

６年度の小売価格、国産（交雑種、乳用種他）、米国産で上昇

 牛肉の小売価格は、品種や部位によって動きは異な

るが、おおむね上昇傾向で推移している。令和６年度

は、特に国産（交雑種、乳用種他）、米国産で価格が

上昇した。 

６年度の小売価格（ばら）は、和牛は１００グラム

当たり７９１円（前年度比０.４％安）、国産牛（交雑

種）は同６４８円（同１.３％高）、国産牛（乳用種

他）は同５２４円（同４.２％高）、米国産は同２８６

円（同４.４％高）、豪州産は同２５１円（同３.５％

安）となった（図１０）。 

 

図１０ 牛肉の小売価格（ばら）の推移 

 資料：農畜産業振興機構調べ 

注：消費税を含む。 

   
 

◆肉用子牛 

６年度の肉用子牛価格、黒毛和種は前年度比１.５％安 

黒毛和種 

 家畜市場における黒毛和種の子牛取引頭数は、令和

６年度は、３５万８０５４頭（前年度比２.５％減）

と前年度をわずかに下回った（図１１）。 

黒毛和種の子牛取引価格は、平成２８年度をピークに

低下する中、令和２年２月以降、ＣＯＶＩＤ-１９の影

響による枝肉価格の低下に伴いさらに低下した。その後、

枝肉価格の上昇などにより回復したが、４年５月に急落

してから、和牛枝肉価格の低迷や配合飼料価格の高止ま

りなどを背景に、肥育農家の子牛購買意欲が減退したこ

とから、子牛価格の下落傾向が継続していた。なお、令

和６年１１月以降は価格が上昇したが、６年度全体とし

ては、１頭当たり５４万６千円（同１.５％安）と前年

度をわずかに下回った。 

 

 

 

 

 

 

図１１ 黒毛和種の取引頭数と市場取引価格の推移 

 
資料：農畜産業振興機構調べ 
注１：消費税を含む。 
注２：市場取引価格は、各月の平均価格の単純平均である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

年報畜産 ２０２５ 【国内：牛肉】 

746 752 773 794 791

404
443

484 503 524

223

258
283

260 251

588 612 635 640 648

245

251 251

274 286

0

200

400

600

800

令和2 3 4 5 6

（円/100g）

（年度）

国産

（乳用種他）

豪州産

国産

（交雑種）

国産

（和牛）

米国産

312

349 363 367 358

686 
745 

641 

554 546 

(200)

0

200

400

600

800

0

100

200

300

400

令和2 3 4 5 6

（千頭）

（年度）

（千円/頭）

黒
毛
和
種
取
引
頭
数

黒毛和種の取引価格（右軸）



 

6 

交雑種 

 家畜市場における交雑種の子牛取引頭数は、令和６

年度は、６万９２７２頭（前年度比３.９％減）と前年

度をやや下回った（図１２）。 

交雑種の子牛取引価格は、６年度は、１頭当たり３３

万４千円（同４.９％高）と前年度をやや上回った。 

 

図１２ 交雑種の取引頭数と市場取引価格の推移 
 

 
資料：農畜産業振興機構調べ 
注１：消費税を含む。 
注２：市場取引価格は、各月の平均価格の単純平均である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ホルスタイン種 

 家畜市場におけるホルスタイン種の子牛取引頭数

は、令和６年度は、６６６６頭（前年度比２２.９％

減）と前年度を大幅に下回った（図１３）。 

ホルスタイン種の子牛取引価格は、６年度は１頭当た

り１８万６千円（同５.６％高）と前年度をやや上回っ

た。 

 

図１３ ホルスタイン種の取引頭数と市場取引価格の推移 

資料：農畜産業振興機構調べ 
注１：消費税を含む。 
注２：市場取引価格は、各月の平均価格の単純平均である。 
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豚肉 
◆飼養動向 

 ６年２月現在の１戸当たり飼養頭数、前年比５.８％増

 豚の飼養戸数は減少傾向で推移しており、令和６年

は、３１３０戸（前年比７.１％減）と前年からかなり

の程度減少し、総飼養頭数も８８０万頭（同１.８％減）

と前年からわずかに減少した（図１）。一方、１戸当た

り飼養頭数は、１５３.３頭増加して２８１０.９頭（同

５.８％増）となった。また、子取り用雌豚の１戸当た

りの飼養頭数も１７．４頭増の３１７.３頭（同５.８

％増）となった。小規模生産者を中心として飼養戸数

が減少し、１戸当たり飼養頭数は増加傾向にある。 

 

図１ 豚の飼養戸数および飼養頭数の推移 

 
資料：農林水産省「畜産統計」 
注１：各年２月１日現在。  
注２：令和７年は農林業センサス実施年のためデータなし。 

◆生 産 

 ６年度の生産量、前年度比１.６％減

 豚のと畜頭数は、近年増加傾向で推移していたものの、

廃業による飼養戸数の減少などにより３年連続で減少し、

令和６年度は、１６１４万８４９９頭（前年度比１.５

％減）と前年度をわずかに下回った（図２）。 

 また、同年度の１頭当たりの平均枝肉重量は、   

７９.１キログラムと前年度並みとなった。なお、５年

１月１日より２６年ぶりに豚枝肉取引規格が改正され、

各等級の重量範囲について上限・下限ともに３キログ

ラムずつ引き上げられている。 

図２ 豚のと畜頭数および平均枝肉重量の推移 

 
資料：農林水産省「食肉流通統計」 
注：平均枝肉重量は全国平均。 
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 生産量についても、同年度は、と畜頭数が減少したこ

とから、８９万４５３４トン（同１.６％減）と前年度

をわずかに下回った（図３）。 

 

図３ 豚肉生産量および子取り用めす豚の頭数の推移 

 
資料：農林水産省「畜産統計」、「食肉流通統計」 
注１：生産量は、部分肉ベース。 
注２：子取り用めす豚の頭数は、各年度２月１日現在。令和６年度は 

農林業センサス実施年のためデータなし。 

◆輸入 

 ６年度の豚肉輸入量、前年度比７.５％増 

豚肉 

 豚肉の輸入量については、冷蔵品・冷凍品ともに、国

内での堅調な需要などから近年増加傾向で推移している。 

 

図４ 豚肉の輸入量および輸入価格の推移 

 
資料：財務省「貿易統計」 

 注１：部分肉ベース。 
 注２：合計にはくず肉を含む。 
  

 

令和６年度は、９８万３２７６トン（前年度比 

７.５％増）と前年度をかなりの程度上回った（図４）。こ

のうち、冷蔵品は現地相場高や為替相場の影響などにより

米国産が減少したことなどから、３７万６８６６トン（同

４.０％減）と前年度をやや下回った。一方、冷凍品は価

格優位性のあるブラジル産が増加したことなどから、６０

万６２８４トン（同１６.２％増）と前年度を大幅に上回

った。 

 また、同年度の国別輸入量は、ブラジル産が９万 

１９３６トン（同１３６.３％増）、カナダ産が２４万 

３４８６トン（同１０.１％増）、スペイン産が１７万 

８３７０トン（同８.７％増）と前年度から増加した一方、

メキシコ産が１０万６０７３トン（同１４.４％減）、米

国産が２１万９７８９トン（同２.２％減）、デンマーク

産が５万４７６７トン（同１.６％減）と前年度から減少

した（図５）。 

図５ 豚肉の国別輸入量の推移 

資料：財務省「貿易統計」 
 注１：部分肉ベース。 
 注２：くず肉を含む。 
 注３：四捨五入の関係で、合計値は必ずしも一致しない。 
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豚肉調製品・ソーセージ 

 豚肉調製品やソーセージの輸入量については、底堅い

需要がある中で、現地相場の変動に伴う増減を繰り返し

ている。 

令和６年度の豚肉調製品の輸入量は、ソーセージ、

その他調製品の輸入量が前年度を上回った一方、かた

調製品、もも調整品の輸入量が前年度を下回った結

果、全体では１８万９３４３トン（前年度比１１.８

％増）と前年度をかなり大きく下回った（図６）。 

図６ 豚肉調製品およびソーセージの輸入量の推移 

資料：財務省「貿易統計」 
注１：もも調製品：160241090（関税率 20％）。 
注２：かた調製品：160242090（関税率 20％）。 
注３：その他調製品：160249290（関税率 20％）。 
注４：ソーセージ：令和３年１２月まで 160100000（関税率 10％）。令和３年

１月から 160100900（関税率 10％）。 
注５：四捨五入の関係で、合計値は必ずしも一致しない。

◆消費 

 ６年度の推定出回り量は前年度比０.４％増、家計消費量は同１.９％減  

推定出回り量 

 豚肉の推定出回り量は、堅調な豚肉消費を背景に近年

増加傾向で推移している。 

 令和６年度は、国産品は８９万１８８０トン（前年度

比１.４％減）と前年度をわずかに下回った一方、輸入

品は９５万７２８０トン（同２.１％増）と前年度をわ

ずかに上回った（図７）。この結果、全体では１８４万

９１６０トン（同０.４％増）と前年度をわずかに上回

った。なお、合計に占める国産品の割合は４８.２％（同

０.９ポイント減）と前年度を下回った。 

 

図７ 豚肉の推定出回り量の推移 

資料：農畜産業振興機構推計 
  注１：部分肉ベース。 
注２：四捨五入の関係で、合計値は必ずしも一致しない。 

 

家計消費 

  豚肉消費の約６割を占める家計消費については、年間

１人当たりの豚肉の家計消費量を見ると、令和２年度に

新型コロナウイルス感染症（ＣＯＶＩＤ-１９）の影響

による巣ごもり需要により増加し、その後も、物価上昇

による牛肉からの需要のシフトなどを背景に横ばいで推

移している（図８）。６年度は、７.５キログラム（前年

度比１.９％減）と前年度をわずかに下回った。 

 

図８ 豚肉の家計消費量（年間１人当たり）の推移 

 
 

資料：総務省「家計調査報告」 
注：１世帯当たりの数値を世帯人数で除して算出 
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◆在庫 

 ６年度の推定期末在庫量、前年度比１４.４％増  

 豚肉の推定期末在庫量については、約９割を輸入品が

占めており、そのうち９割強を冷凍品が占めている。こ

のことから、推定期末在庫は輸入量の影響を受け、増減

を繰り返しながら推移している。 

令和６年度は、国産品は、２万４４２４トン（前年度

比５.７％増）と前年度をやや上回った（図９）。輸入品

も、１９万２１１５トン（同１５.６％増）と前年度を

かなり大きく上回った。この結果、合計では２１万６５

３９トン（同１４.４％増）と前年度をかなり大きく上

回った。 

図９ 豚肉の推定期末在庫量の推移 

資料：農畜産業振興機構調べ 
注１：部分肉ベース。 
注２：四捨五入の関係で、合計値は必ずしも一致しない。 
 
 

 

 

 

◆枝肉卸売価格 

 ６年度の枝肉卸売価格、前年度比１０.４％高

 豚枝肉卸売価格（東京、上規格）は、出荷頭数が少な

くなる春から夏にかけて上昇基調で推移し、出荷頭数の

増加する秋ごろから低下する傾向にある。 

令和６年度は、節約志向の高まりなどによる需要の増

加により、国産豚肉の引き合いが高く、価格は堅調に推

移した（図１０）。年度平均では、１キログラム当たり

６６７円（前年度比１０.４％高）となった。 

図１０ 豚枝肉の卸売価格（東京、上規格）の推移 

資料：農林水産省「食肉流通統計」 
注：消費税を含む。 
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◆小売価格 

 ６年度の小売価格、国産品および輸入品のいずれも上昇

 令和６年度の豚肉の小売価格（ロース）については、

国産品は、節約志向の高まりなどによる需要の増加など

により、１００グラム当たり２７５円（前年度比１．９

％高）と前年度をわずかに上回った（図１１）。輸入品

は、為替相場や現地相場高の影響により、同１６６円（同

３．１％高）と前年度をやや上回った。 

 

 

 

 
 

 

 

図１１ 豚肉の小売価格（ロース）の推移 

 
資料：農畜産業振興機構調べ 
 注：消費税を含む。
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鶏肉 
◆飼養動向 

 ７年２月現在の出荷羽数は前年比１.５％増 

 ブロイラーの飼養動向は、小規模農家の減少や大規模

層（年間出荷羽数５０万羽以上）のシェアの拡大を背景

に、出荷戸数は減少傾向で推移する一方、１戸当たりの

平均飼養羽数や平均出荷羽数は年々増加傾向にある。 

令和６年のブロイラーの出荷戸数は２１００戸（前年

比０.９％減）と前年をわずかに下回った（図１）。また、

出荷羽数は７億３１９２万９０００羽 （同１.５％増）

と前年をわずかに上回った。この結果、１戸当たり出荷

羽数は３４万８５００羽（同２.５％増）と前年をわず

かに上回った（図１）。 

なお、ブロイラーの出荷戸数および出荷羽数を規模別

に見ると、ブロイラーの出荷羽数が５０万羽以上の層は、

出荷羽数全体の５３％、出荷戸数全体の１５％をそれぞ

れ占めており、同割合は増加傾向となっている。 

 

 

図１ ブロイラー出荷戸数および出荷羽数の推移 

資料：農林水産省「畜産統計」 
注１：各年２月１日現在。 
注２：令和７年は農林業センサス実施年のため、データなし。 

 

 

 

◆生 産 

 ６年度の生産量、前年度比０.４％増

 鶏肉の生産量は、消費者の健康志向や根強い国産志向

による堅調な需要を背景に、増加傾向で推移しており、

令和６年度は１７１万１０２５トン（前年度比０.４％

増）と前年度をわずかに上回った（図２）。 

図２ 鶏肉の生産量の推移 

 

 
資料：農林水産省「食鳥流通統計」、「食料需給表」より農畜産業振興機構推計 

注：骨付き肉ベース。
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◆輸 入 

 ６年度の輸入量、鶏肉は前年度比１.７％増、鶏肉調製品は同６.５％増

鶏肉 

 鶏肉の輸入量（冷凍品）は、国内の鶏肉消費量の約４

分の１を占めており、近年は５０万トンを超えて推移し

ている。 

令和５年度は、ブラジルでの高病原性鳥インフルエン

ザ（ＨＰＡＩ）発生による影響は見られたが、リスクを

見込んだ前倒しでの輸入やタイからの代替輸入により、

前年度を上回った。６年度も、国内の節約志向や外食・

中食などの好調な需要を受けて、６１万８７５４トン（前

年度比１.７％増）と前年度をわずかに上回り、輸入量

は過去最高を更新した（図３）。 

輸入価格（ＣＩＦ）は、１キログラム当たり３４７円

（同４.５％高）と前年度をやや上回った。 

 

図３ 鶏肉の輸入量および輸入価格（ＣＩＦ）の推移 
 

 

資料：財務省「貿易統計」 
注：実量ベース。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 国別の輸入量を見ると、全体の７割を占めたブラジル

産については、４２万９３８３トン（同１.６％増）と

前年度をわずかに上回った（図４）。 

 タイ産については、平成２５年度の輸入再開以降、細

かい規格への対応が可能であることなどから一定数量の

ニーズを得て推移しており、６年度は１８万１５１トン

（同４.１％増）と前年度をやや上回り、５年連続の増

加となった。 

 米国産については、クリスマス需要などに向けられる

骨付きもも肉が多くを占めており、８５６７トン（同３

０.５％減）と前年度を大幅に下回った。 

 

図４ 鶏肉の国別輸入量の推移 
 

 
資料：財務省「貿易統計」 
注１：実量ベース。 
注２：四捨五入の関係で、合計値は必ずしも一致しない。 

年報畜産 ２０２５ 【国内：鶏肉】 

405 440 412 
423 429 

133 
135 

140 
173 180 

12 
16 

11 
12 9 

0

100

200

300

400

500

600

700

令和 2 3 4 5 6

米
国

ブ
ラ
ジ
ル

そ
の
他

(千トン）

（年度）

タ
イ

609
553 565594

619

553 594 565 609 619 

206 

244 

359
332

347

0

50

100

150

200

250

300

350

400

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1,000

令和 2 3 4 5 6

（千トン）

輸入価格(右軸)

（年度）

（円/kg）



 

3 

鶏肉調製品 

 鶏肉調製品（加熱処理や衣付け、調味した鶏肉など）

の輸入量は、近年、外食・中食需要の高まりや消費者の

簡便志向などを背景に増加傾向で推移している。 

主な輸入先は、加熱処理施設が多数存在するタイお

よび中国となっており、両国からの輸入量の合計で全

体の９８％を占める。 

令和３年度以降、輸入量は堅調に推移しており、５年

度は円安などの影響により減少したが、６年度は中食需

要が回復し、５１万７８６トン（前年度比６.５％増）

と前年度をかなりの程度上回った（図５）。 

国別の輸入量を見ると、タイ産は、平成３０年度以降、

３０万トン程度の輸入が続き、６年度は３１万１３５９

トン（同４.８％増）と前年度をやや上回り、全輸入量

に占める割合は６１％となった。中国産についても、１

９万９０６トン（同９.０％増）と前年度をかなりの程

度上回り、同割合は３７％となった。 

図５ 鶏肉調製品の国別輸入量の推移 

 
 

資料：財務省「貿易統計」 
注：四捨五入の関係で、合計値は必ずしも一致しない。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆消 費 

 ６年度の推定出回り量は前年度比１.７％増、家計消費量は同２.６％増

 鶏肉の推定出回り量は、近年、消費者の低価格志向や

健康志向の高まりなどにより、特にむね肉を使った商品

開発が進んだことなどから、おおむね増加傾向で推移し

ている。     

令和６年度は、引き続き外食や中食需要が堅調である

ことなどから２３３万８７４４トン（前年度比１.７％

増）と前年度をわずかに上回った（図６）。 

 出回り量の内訳を見ると、鶏肉消費量全体の約４分の

３を占める国産品は、堅調な需要が継続したことで、 

１７２万２１２２トン（同１.７％増）と前年度をわず

かに上回った。また、主に加工・業務用に利用されてい

る輸入品も同様に６１万６６２２トン（同１.７％増）

と前年度をわずかに上回った。なお、合計に占める国産

品の割合は７３.６％と前年度と同水準となった。 

 

 

図６ 鶏肉の推定出回り量の推移 
 

 
資料：農畜産業振興機構推計 
注１：実量ベース。 
注２：四捨五入の関係で、合計値は必ずしも一致しない。 
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家計消費 

 鶏肉消費量の約４割を占める家計消費量は、消費者の

健康志向の高まりに加え、食肉の中での価格優位性を背

景に、長期的には増加傾向で推移している。 

令和２年２月下旬以降、新型コロナウイルス感染症（Ｃ

ＯＶＩＤ－１９）の影響による巣ごもり需要が増加する

中、食肉の中でも比較的安価な鶏肉の購入数量が増加し、

３年度以降、巣ごもり需要に一定の落ち着きは見られた

が、外食需要の回復により、６年度は年間１人当たり６.

５キログラム（前年度比２.６％増）と前年度をわずか

に上回って過去最高を更新した（図７）。 

 

 

 

  

 
 

図７ 鶏肉の家計消費量（年間１人当たり）の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料：総務省「家計調査報告」 
 注：１世帯当たりの数値を世帯人数で除して算出 
 
 
 

 

 

 

 

◆在庫 

 ６年度の推定期末在庫量、前年度比５.４％減

 鶏肉の推定期末在庫量は、その約８割を輸入品が占め

ることから、輸入量の動向に大きく左右される。 

令和６年度は、輸入鶏肉の高騰から国産鶏肉の引き合

いが増えたことなどから、１５万７０１３トン（前年度

比５.４％減）となり、２年ぶりに前年度を下回った（図

８）。 

このうち、輸入品は１３万１２４２トン（同１.７％

増）と前年度をわずかに上回った一方、国産品は２万 

５７７１トン（同３０.１％減）と前年度を大幅に下回

った。 

 

 

 

 

 

 

図８ 鶏肉の推定期末在庫量の推移 

 

資料：農畜産業振興機構調べ 
注：四捨五入の関係で、合計値は必ずしも一致しない。 
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◆卸売価格 

 ６年度の卸売価格、もも肉は前年度比４.２％安、むね肉も同２.０％安

 国産鶏肉の卸売価格（ブロイラー卸売価格・東京）は、

日本では「もも肉」に対する消費者の嗜好
し こ う

が高いことか

ら、価格水準が「むね肉」に比べて高くなっている。「も

も肉」は、主にテーブルミートに仕向けられており、「む

ね肉」は総菜やチキンナゲット、ソーセージなど主に加

工･業務用利用が多くなっている。 

「もも肉」については、安定的な需要は継続している

が、夏場の低需要期に向けて低下し、年末の需要期に向

けて上昇する例年の季節性の変動があったことなどから、

令和６年度の卸売価格は１キログラム当たり６９０円

（前年度比４.２％安）と前年度をやや下回った（図９）。

「むね肉」についても、堅調な需要は継続しており、２

年度以降上昇傾向で推移していたが、６年度は同３９２

円（同２.０％安）と前年度をわずかに下回った。 

図９ 国産鶏肉の卸売価格（東京）の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：農林水産省「食鳥市況情報」 
 注：消費税を含まない。 

 

 

 

◆小売価格 

 ６年度の小売価格（もも肉）、前年度比０.７％安

 鶏肉の小売価格（もも肉・東京）は、近年、１００グ

ラム当たり１３０円を超えて推移している。 

同価格は、令和３年度に４年ぶりに前年度を上回って

以降、上昇傾向で推移していたが、６年度は卸売価格の

下落などにより同１４３円（前年度比０.７％安）と前

年度をわずかに下回る結果となった（図１０）。 

 

 

図１０ 鶏肉の小売価格（もも肉・東京）の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料：総務省「小売物価統計調査報告」 
 注：消費税を含む。 
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牛乳・乳製品 
◆飼養動向 

 ７年２月現在の乳用牛飼養頭数、前年比１.５％減 

 乳用牛の飼養戸数は、酪農家の高齢化や後継者不足、

経営不振などにより離農が進んでおり、令和７年は、前

年を６００戸下回る１万１３００戸（前年比５.０％減）

とやや減少した（図１）。 

飼養頭数は、４年まで６年連続で増加した後、５年に

減少に転じ、７年は１２９万３０００頭(同１.５％減)

と、３年連続で前年を下回った。 

一方、１戸当たり飼養頭数は、１１４.４頭（同３.７

％増）と前年からやや増加した。４年に１００頭を超え

た以降も、経営の規模拡大の進展が見受けられる。 

 

 

 

図１ 乳用牛の飼養戸数および飼養頭数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：農林水産省「畜産統計」 
注：各年２月１日現在。 

 
 

◆生乳生産 

 ６年度の生乳生産量、３年ぶりに前年度を上回る

 令和６年度の全国の生乳生産量は、生産者団体による

生乳生産抑制の見直しなどの影響により増産基調で推

移し、７３７万３２８４トン（前年度比０.７％増）と３

年ぶりに前年度を上回った（図２）。経産牛１頭当たり

の乳量は、８９５７キログラム（同１.７％増）となった。 

 

 

図２ 生乳生産量・経産牛１頭当たりの乳量の推移（全国） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
資料：農林水産省「畜産統計」、「牛乳乳製品統計」 

注：経産牛１頭当たりの乳量は、畜産統計および牛乳乳製品統 
計のデータを基に機構にて算出。 
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年報畜産 ２０２３ 【国内：牛乳・乳製品】 

◆用途別生乳処理量 

６年度の乳製品向け処理量、前年度比２.０％増

令和６年度の用途別生乳処理量を仕向け先別に見ると、

牛乳等向けは３８２万７４３トン（前年度比０.５％減）

と４年連続で前年度を下回ったものの、前年度と比べる

と減少幅は縮小した。市乳化率（生乳生産量に占める牛

乳等向け処理量の割合）は５１.８％と、前年度から０.

６ポイント低下した（図３）。 

また、乳製品向け処理量は３５０万７１１４トン（同

２.０％増）と、３年ぶりに前年度を上回った。 

 

 

 

 

 

 

図３ 用途別生乳処理量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」 
 

◆乳製品向け処理量 

 ６年度の脱脂粉乳・バター等向け生乳処理量、２年ぶりに前年度を上回る

 令和６年度の生乳の需給構造を見ると、国内生乳

生産量の５２％が牛乳等向け、４８％が乳製品向け

に仕向けられた（図４）。 

このうち乳製品向け処理量を区分別に見ると、脱

脂粉乳・バター等向けは約１８０万トン（前年度比

４.１％増）、生クリーム等向けは約１２３万トン（同

０.２％増）と、いずれも２年ぶりに前年度を上回っ

た。一方、チーズ向けは約４２万トン（同０.９％

減）と、２年連続で前年度を下回った。 

また、輸入乳製品（生乳換算）は、約４４２万トン

と前年度からやや増加した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 生乳の需給構造の概要（令和６年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

資料：農林水産省「畜産・酪農をめぐる情勢」 
注１：国内生乳生産量の中には、このほか、その他の用途向け（約

５万トン）の生乳がある。 
注２：生クリーム等向けは、生クリーム・脱脂濃縮乳・濃縮乳に仕

向けられたものをいう。 
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◆脱脂粉乳 

６年度の民間期末在庫量、３年ぶりに増加に転じる

 令和６年度の脱脂粉乳の生産量は、１５万４４２９ト

ン（前年度比４.９％増）と、生乳生産量の増加に伴い、

３年ぶりに前年度を上回った。また、同年度の輸入量（機

構輸入分のみ）は、４９９トン（同２４.３％減）となっ

た（図５）。 

 

図５ 脱脂粉乳の生産量・輸入量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」、農畜産業振興機構調べ 
     注：輸入量は機構輸入分のみ。 

 

こうした中、６年度の推定出回り量は１５万７１６トン（同

８.５％減）と、在庫低減対策数量の減少により前年度

を下回った。この結果、６年度末の民間期末在庫量は、

５万１９８９トン（同９.０％増）と３年ぶりに増加に

転じた（図６）。 

 

図６ 脱脂粉乳の民間期末在庫量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」 

 ６年度の脱脂粉乳の大口需要者価格（年度平均）は、

２５キログラム当たり１万９６１１円（同０.５％高）

と、乳価改定の影響により上昇した前年度に続いて、わ

ずかに上昇した（図７）。 

 

図７ 脱脂粉乳の大口需要者価格の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：農林水産省「大口需要者向け価格の動向」 
 注：消費税を含む。 
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◆バター 

 ６年度の生産量、３年ぶりに前年度を上回る

 令和６年度のバターの生産量は、７万２６７１トン（前年度

比６.２％増）と、脱脂粉乳と同様、３年ぶりに前年度を

上回った。同年度の輸入量（機構輸入分のみ）は、同年６

月に４０００トンのバターの輸入枠数量を追加で設定した

ことを受けて、１万３２５７トン（同１２.９％増）とかな

り大きく上回った（図８）。 

 

    図８ バターの生産量・輸入量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」、農畜産業振興機構調べ 
 注：輸入量は機構輸入分のみ。 

 

一方、同年度の推定出回り量は、８万３５２１トン

（同１.６％減）とわずかに減少した。この結果、同

年度の民間期末在庫量は２万７１５９トン（同１１.

２％増）と、生産量の増加などから前年度をかなり大

きく増加した（図９）。 
 

図９ バターの民間期末在庫量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 

資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」 

 ６年度のバターの大口需要者価格（年度平均）は、１

キログラム当たり１６２０円（同５.４％高）と、乳価改

定の影響により上昇した前年度に続いて、やや上昇した

（図１０）。 

 

図１０ バターの大口需要者価格の推移 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

資料：農林水産省「大口需要者向け価格の動向」 
 注：消費税を含む。 
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◆チーズ 

 ６年度の総消費量、前年度比３.５％増 

チーズの生産量・輸入量

令和６年度の国産ナチュラルチーズの生産量は、４

万５３７２トン（同０.５％増）と前年度からわずかに

増加した。内訳を見ると、プロセスチーズ原料用が２

万２７６２トン（同２.６％減）とわずかに減少した

一方、プロセスチーズ原料用以外が２万２６０９トン

（同３.９％増）とやや増加した。 

ナチュラルチーズの輸入量は、２５万３０４７トン

（前年度比４.０％増）とやや増加した。内訳を見る

と、プロセスチーズ原料用が７万１９３４トン（同

１.６％増）とわずかに、プロセスチーズ原料用以外

が１８万１１１３トン（同４.９％増）とやや、いず

れも増加した（図１１）。 

 

図１１ ナチュラルチーズの生産量・輸入量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：農林水産省「チーズの需給表」 
 注：プロセスチーズ原料用以外とは、直接消費用、業務用、その他原料用として使用された量。 

 

チーズの総消費量 

令和６年度のナチュラルチーズ消費量は、２０万３７２３

トン（前年度比４.８％増）となった。また、プロセスチ

ーズ消費量は、１２万２６９２トン（同１.４％増）となっ

た（図１２）。 

 この結果、ナチュラルチーズとプロセスチーズを合わ

せた総消費量は３２万６４１５トン（同３.５％増）と

やや増加した。 

 

 

 

図１２ チーズの総消費量と国産割合の推移 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

資料：農林水産省「チーズの需給表」
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 チーズ総消費量の内訳

令和６年度のチーズ総消費量に占める国産チーズの割

合は、国内生産量がわずかに増加したものの、輸入も増

加したことから１４.８％（ナチュラルチーズベースに

換算した自給率）となり、前年度より０.５ポイント低

下した。 

チーズ総消費量のうち、ナチュラルチーズについては、

国産が２万２６０９トン（前年度比３.９％増）、輸入品

は１８万１１１３トン（同４.９％増）と、ともに前年

度をやや上回ったことから、国産の割合は１１.１％と

前年より０.１ポイント下降した（図１３）。 

また、プロセスチーズ原料用のナチュラルチーズにつ

いては、国産が２万２７６２トン（同２.６％減）と前

年度をわずかに下回り、輸入品が７万１９３４トン（同

１.６％増）とわずかに上回ったことから、国産の割合

は２４.０％と前年度より０.８ポイント低下した。 

 

図１３ 令和６年度のチーズ総消費量の内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

資料：農林水産省「チーズの需給表」 
注１：プロセスチーズ原料以外とは、直接消費量、業務用、その他の原料用として使用されたもの。 
注２：四捨五入の関係で、必ずしも合計値が文中の数字と一致しない。 

◆アイスクリーム 

 ６年度の販売金額は過去最高

 令和６年度のアイスクリームの販売金額は、６４５１

億円（前年度比６.１％増）と、過去最高となった。（図

１４）。一般社団法人日本アイスクリーム協会は、この

要因として、消費者ニーズに応える高付加価値商品の展

開や、価格改定に伴う販売単価の上昇を挙げている。 

需給動向を見ると、国産アイスクリーム生産量は１４

万７５４０キロリットル（同７.８％増）とかなりの程

度増加したことに対し、輸入量は６２５５トン（同２.

４％減）とわずかに減少した。 

図１４ 種類別アイスクリームの市場規模の推移 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

資料：一般社団法人日本アイスクリーム協会「2024 年度 アイス
クリーム類及び氷菓 販売実績」、農林水産省「牛乳乳製
品統計」、財務省「貿易統計」 
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鶏卵 
◆飼養動向 

 ６年２月現在の成鶏めす飼養羽数、前年比０.９％増

採卵鶏の飼養戸数は、小規模飼養者層を中心に減少傾

向で推移している。令和６年は、１６４０戸（前年比 

３.０％減）と前年をやや下回った（図１）。 

成鶏めす（６カ月齢以上）の飼養羽数は、３年以降、

高病原性鳥インフルエンザ（ＨＰＡＩ）発生の影響によ

り減少傾向で推移していたが、６年は１億２９７３万羽

（同０.９％増）と前年をわずかに上回った。この結果、

１戸当たり成鶏めす飼養羽数は、７万９１００羽（同

３.９％増）と前年をやや上回った。なお、種鶏を除く

採卵鶏の飼養羽数は１億６８６０万羽（同０.７％減）

と前年をわずかに下回った。 

また、成鶏めすの飼養戸数および飼養羽数を規模別に

見ると、１０万羽以上を飼養する層は、飼養戸数全体の

約２０％、飼養羽数全体の約８０％をそれぞれ占めてお

り、同割合は増加傾向となっている。 

 

図１ 採卵鶏の飼養戸数および成鶏めす羽数の推移 

 
資料：農林水産省「畜産統計」 
注１：各年２月１日現在。 
注２：成鶏めすとは、種鶏を除く６カ月齢以上のめすをいう。 
注３：飼養戸数は、種鶏のみの飼養者を除く。 
注４：令和７年は農林業センサス実施年のため、調査休止。 
 

◆生 産 

 ６年度の生産量、前年度比２３.６％減

鶏卵生産量は、平成２７年度以降、家庭用、業務・加

工用ともに需要が旺盛であったことなどから、前年度を

上回って推移していたが、令和２年度には２６０万

１８４２トン（前年度比１.８％減）と６年ぶりに減少

した（図２）。しかし、２年度以降は、新型コロナウイ

ルス感染症（ＣＯＶＩＤ－１９）の影響により価格が低

下したことや、ＨＰＡＩの記録的な発生の影響により、

それぞれ前年度を下回って推移してきたが、６年度（４

～１２月）は２４４万４０００トン（同０.０％増）と

前年度並みとなった。 

 

 

図２ 鶏卵生産量の推移 

資料：農林水産省「鶏卵流通統計」、「食料需給表（概算）」 
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◆輸 入 

 ６年度の輸入量、前年度比１２.３％減

鶏卵（ふ化用除く）の輸入量（殻付き換算）は、国内

消費量の４％程度で推移している。輸入量のうち約９割

は加工原料用の粉卵が占めており、主にオランダ、イタ

リアおよび米国から輸入している。また、粉卵の輸入量

のうち約７割は卵白粉となっている（図３）。 

令和３年度以降は日本国内でのＨＰＡＩ発生の影響に

よる加工用国産鶏卵の代替需要などから増加傾向で推

移していたが、６年度は、前半に国内の需給が緩和した

ことなどにより、９万７５９１トン（前年度比１２.３

％減）と前年度をかなり大きく下回った。 

 

図３ 鶏卵輸入量の推移 

 

 
 
資料：財務省「貿易統計」 
注１：殻付き換算ベース。 
注２：四捨五入の関係で、合計値は必ずしも一致しない。 

 

◆輸 出 

 ６年度の輸出量、前年度比８.５％増

近年、鶏卵（殻付き卵）の輸出量は、高い衛生管理に

よる品質や安心感が評価され、増加傾向で推移したが、

令和６年度は、依然として輸出先国での需要の低迷など

から２万１９３１トン（前年度比８.５％増）と前年同

月をかなりの程度上回った一方、同輸出額は７０億１０

５１万円（同５.１％減）と前年同月をやや下回った（図

４）。 

輸出先については、香港向けの同輸出量が２万１５０５

トンと全輸出量の９８％、同輸出額が６７億８４５９万

円と全輸出額の９７％を占めており、その他、シンガポ

ール、グアムとなっている。 

 

 

 

 

 

 

図４ 鶏卵の輸出量および輸出金額の推移 
 

 
資料：財務省「貿易統計」 
 注：殻付き卵。 
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◆消 費 

 ６年度の１人当たり家計消費量、前年度比２.９％増

鶏卵の家計消費量は、量販店などで販売されるテーブ

ルエッグに加え、近年、食の簡便化に対応してコンビニ

エンスストアなどで販売されている卵加工品の需要の高

まりを受け、概ね安定的に推移している。 

年間１人当たりの家計消費量は、令和３年度以降はＨ

ＰＡＩ発生に伴う供給の減少による価格上昇などを背景

に減少傾向にあったが、６年度は１０.８キログラム（前

年度比２.９％増）と前年度をわずかに上回った（図５）。 

 

 

 

図５ 鶏卵の家計消費量（年間１人当たり） 

資料：総務省「家計調査報告」 
 注：１世帯当たりの数値を世帯人数で除して算出 

◆卸売価格 

 ６年度の卸売価格、前年度比８.０％安

鶏卵の卸売価格の指標となるJA全農たまごの相場情

報によると、令和３年度以降は、ＨＰＡＩ発生に伴う供

給の減少のほか、業務用需要が回復傾向にあることや生

産コストの上昇などからそれぞれ前年度を上回っていた

が、６年度は１キログラム当たり２５４円（前年度比

８.０％安）と前年度をかなりの程度下回った（図６）。 

 

 

 

 

 

図６ 鶏卵の卸売価格（東京、Mサイズ基準値） 

 
資料：JA 全農たまご株式会社「相場情報」 
注：消費税を含まない。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

年報畜産 ２０２５ 【国内：鶏卵】 

170 

215 

251 

276 

254 

120

150

180

210

240

270

300

令和 2 3 4 5 6

（円/キログラム）

（年度）

0       

≈

11.6 11.2 10.8 10.5 10.8 

6.7

▲ 3.3
▲ 3.6

▲ 3.0

2.9

▲ 18.0

▲ 16.0

▲ 14.0

▲ 12.0

▲ 10.0

▲ 8.0

▲ 6.0

▲ 4.0

▲ 2.0

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

令和 2 3 4 5 6

(キログラム/人) （％）

対前年度増減率（右軸）

（年度）
0       

≈



年 報 畜 産 2 0 1 8　【 国 内 ： 鶏 卵 】 

4 

◆小売価格 

 ６年度の小売価格、前年度比７.５％安

鶏卵小売価格（東京都区部）は、令和６年度の鶏卵の

卸売価格（東京、Mサイズ基準値）が年度後半から上昇

傾向で推移し、年度末には前年を超える水準まで上昇し

た一方、小売価格は低迷が続き、１パック当たり２８３

円（前年度比７.５％安）と前年度をかなりの程度下回

った（図７）。 

 

 

 

 

 

図７ 鶏卵の小売価格（東京都区部） 

 
資料：総務省「小売物価統計調査」 
注１：消費税を含む。 
注２：価格は、サイズ混合（卵重「ＭＳ５２ｇ～ＬＬ７６ｇ未満」、 

「ＭＳ５２ｇ～Ｌ７０ｇ未満」または「Ｍ５８ｇ～Ｌ７０ｇ未満」）。 
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飼料 
◆飼料需要量の推移 

 ６年度の飼料自給率は、前年度から１ポイント低下し２６％ 

 

飼料の需要量は、近年は２５００万トン（ＴＤＮベー

ス）前後で推移しており、令和６年度（概算）は、前年

度並みの２３６７万７０００トン（前年度比０.１％増）

となった（図１）。 
 

図１ 飼料需要量（ＴＤＮベース）の推移 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

資料：農林水産省「食料需給表」 

注１：ＴＤＮ（可消化養分総量）とは、家畜が消化できる養分のエネ

ルギー含量を示す単位であり、飼料の実量とは異なる。 

注２：濃厚飼料（純国内産原料）とは、国内産の飼料用小麦・大麦な

どを原料とした濃厚飼料である。濃厚飼料（輸入原料）には、

輸入農産物の副産物（輸入大豆から搾油した後の大豆かすな

ど）も含む。 

注３：昭和５９年度までの輸入は、すべて濃厚飼料とみなしている。 

注４：令和６年度は概算値。 
 

 

 飼料の自給率を見ると、６年度（概算）の純国内産飼

料自給率［（純国内産粗飼料供給量＋純国内産濃厚飼料供

給量）/総需要量］は、前年度から１ポイント減の２６％

となった（図２）。 

 また、純国内産粗飼料自給率は、国内供給量が前年度

からほぼ横ばいに推移したため、前年度同の８０％とな

った。 

 純国内産濃厚飼料自給率は、飼料用米の作付面積お

よび収穫量が減少し、それを代替する形でトウモロコシ

の輸入量が増加したが、前年度同の１３％となった。 

図２ 飼料自給率の推移 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：農林水産省「食料需給表」 
 注：令和６年度は概算値。 

◆飼料作物の生産 

飼料作付面積は、飼料用米等の作付面積の減少により４.２％減

 飼料作物の作付面積は、畜産農家戸数や飼養頭数の

減少に加え、農家の高齢化による労働力不足などに伴い

長らく微減傾向で推移していた。しかし、平成２２年以

降は、稲発酵粗飼料（ホールクロップサイレージ、ＷＣ

Ｓ）および飼料用米の作付けが拡大した結果、２８年ま

で増加傾向で推移した。 

令和６年は、飼料用米、牧草などの作付面積の減少に

より、９７万６０００ヘクタール（前年比４.２％減）

となった（図３）。 

 また、飼料作物の収穫量（ＴＤＮベース）は、近年は

増加傾向で推移していたが、６年は、牧草、青刈りトウ

モロコシが増加した一方、飼料用米の減少により、３８

０万トン（同４.０％減）と前年をやや下回った。 
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図３ 飼料作物の生産の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：農林水産省「耕地及び作付面積統計」、「飼料をめぐる情
勢」 

 

 稲ＷＣＳの作付面積は、近年増加傾向で推移してお

り、６年産は、前年産から３４２４ヘクタール増加

し、５万６４７９ヘクタール（同６.５％増）となっ

た（図４）。 

 一方、飼料用米の作付面積は、令和５年産から減少傾

向で推移しており、６年産も、前年産から３万５２５９

ヘクタール減少し、９万８６６６ヘクタール（同 

２６.３％減）と大幅に減少した。 

図４ 稲ＷＣＳおよび飼料用米の作付面積の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：農林水産省「飼料をめぐる情勢」 
 

◆粗飼料の輸入 

 ６年度の輸入量、乾牧草はやや増加

 乾牧草の輸入量は、令和４年度は、自給粗飼料の収

穫量増加により、１９２万４６５３トン（前年度比

８.０％減）と、５年ぶりに２００万トンを下回っ

た。（図５）。５年度は円安などによる価格の高止まり

や販売業者などが抱える輸入在庫から輸入は伸び悩

み、１６５万９４２５トン（同１３.８％減）とかな

り大きく減少したが、６年度は１６８万６５１６トン

（同４.０％増）とやや増加した。 

図５ 粗飼料の輸入量の推移 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
資料：財務省「貿易統計」 

注：稲わらは、中国から輸入された穀物のわらである。 

 また、ヘイキューブの輸入量は、引き続き減少傾向で推移し

ており、６年度は８万６１９３トン（同４.２％減）となった。 

乾牧草およびヘイキューブの輸入価格（ＣＩＦ）は、

近年、主産地における国内需要や新興国などの需要が堅

調である中、天候や為替相場により変動している。６年

度は、円安基調の継続などから価格は高止まりしている

が、下落傾向にあり、乾牧草、ヘイキューブともに前年

度を下回った（図６）。 

図６ 粗飼料の輸入価格（ＣＩＦ）の推移 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：財務省「貿易統計」 
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◆配合飼料の生産 

６年度の生産量は２３３５万トンで微減

 配合飼料の生産量は、昭和６３年度をピークに家畜飼

養頭羽数の減少に伴って緩やかに減少していたが、近年

は横ばいで推移しており、令和６年度は２３３５万４２

８トン（前年度比０.５％減）となった（図７）。 

 畜種別で見ると、養鶏用が９９０万５３５０トン（同

０.７％増）、うち成鶏用が５４４万３４０５トン（同 

０.９％増）、ブロイラー用が３８５万７４３０トン（同

１.３％増）となり、養豚用は５４９万８２４９トン（同

２.２％減）、乳牛用は３１３万３１５３トン（同０.２％

減）、肉牛用は４７５万８８１５トン（同１.１％減）と

なった。 

図７ 配合飼料の生産量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：農林水産省「流通飼料価格等実態調査」〈速報版〉 
  （公社）配合飼料供給安定機構「飼料月報」 

◆飼料用トウモロコシの輸入 

 ６年度の輸入量は、ブラジル産が大幅に減少した一方、米国産は大幅増加

 配合飼料の原料穀物（トウモロコシ、こうりゃん、大

麦、小麦など）のほとんどを輸入に依存しており、輸入

量の８割以上をトウモロコシが占める。 

 トウモロコシの輸入量は、前年度をやや下回り、令和

６年度は１０８２万１２１７トン（前年度比３.１％減）

となった（図８）。 

 ６年度の輸入量を輸入先別に見ると、前年度やや減

少したブラジル産は他作物への転作などにより作付面

積が減少し、１９６万３６１４トン（同４１．９％減）

と大幅に減少した。一方、米国産は豊作による単収の増

加などから８６８万６６３５トン（同６８.９％増）と大

幅に増加した。 

図８ 飼料用トウモロコシの輸入量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 資料：財務省「貿易統計」 

◆配合飼料価格 

 ６年度の配合飼料工場渡し価格は、前年度比２．４％安

 配合飼料価格は、飼料穀物の国際相場、海上運賃、為

替相場などの動向を反映する。令和６年度の工場渡し価

格は、１トン当たり８万６５９１円（前年度比２．４％安）

と前年度並みとなった（図９）。 

 畜産経営では、生産費に占める配合飼料費の割合が高

い。このため、配合飼料価格の上昇が畜産経営に及ぼす

影響を緩和する措置として、民間の自主的な積み立てに

よる通常補塡
ほ て ん

制度と、通常補塡で対処し得ない価格高騰

に対応するため、国と民間が財源を拠出する異常補塡制

度が導入されている。令和２年度は、中国の需要増加な

どを背景にシカゴ相場が上昇したことから、第４四半期

に８期ぶりに通常補塡が発動した（表）。３年度第１四
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半期は通常補塡が発動するとともに、１６期ぶりに異常

補塡が発動し、続く３年度第２四半期～４年度第４四半

期も通常・異常補塡ともに発動した。   

５年度からは新たな特例措置として、一定期間にわた

り連続で補塡が続いた後の配合飼料の高止まりなどの場

合、飼料コストの急騰を段階的に抑制する緊急補塡の仕

組みを導入し、同第１～３四半期に緊急補塡が発動した。

６年度は発動がなかった。 

 

図９ 配合飼料の価格動向の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：農林水産省「流通飼料価格等実態調査」＜速報版＞および 

（公社）配合飼料供給安定機構「飼料月報」 

注：全畜種加重平均の配合飼料工場渡し価格。 

 

表 配合飼料の価格（建値）改定および補塡状況 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：全国農業協同組合連合会（ＪＡ全農）、農林水産省 

  注１：価格改定額はＪＡ全農の全国全畜種総平均。 

注２：令和５年度以降、制度に「緊急補塡」の仕組みを導入。 
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   補塡単価

通常 異常 緊急
※2

令和2年度 第1四半期 ▲ 800 - - -
   2四半期 ▲ 1,000 - - -
   3四半期 ＋ 1,350 - - -
   4四半期 ＋ 3,900 3,300 3,300 -

3年度 第1四半期 ＋ 6,600 9,900 3,999 5,901
   2四半期 ＋ 2,300 12,200 4,934 7,266
   3四半期 ▲ 3,700 8,500 4,372 4,128
   4四半期 ▲ 3,300 5,200 3,451 1,749

4年度 第1四半期 ＋ 4,350 9,800 5,039 4,761
   2四半期 ＋ 11,400 16,800 5,454 11,346
   3四半期 ＋ 0 7,750 7,254 496
   4四半期 ▲ 1,000 950 623 327

5年度 第1四半期 ▲ 2,000 7,050 - - 7,050
   2四半期 ▲ 2,000 5,250 - - 5,250
   3四半期 ▲ 2,700 1,050 - - 1,050
   4四半期 ＋ 2,800 - - - -

6年度 第1四半期 ▲ 4,600 - - - -
   2四半期 ＋ 2,200 - - - -
   3四半期 ▲ 4,850 - - - -
   4四半期 ＋ 2,750 - - - -

適用期間 価格改定額

（対前期差）

（単位：円/トン）
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